「七間通り地区」景観形成基準

基本方針

　七間通りでは、天正年間に金森長近が建設した城下町の中心となる通りとして、伝統的町家をお手本とした風情あるたたずまいの町家が連続するまちなみの形成を目指す。特に、朝市の立つ通りとして下屋庇にこだわり、下屋庇が連続するまちなみを目指す。

	種別
	項目
	景観形成基準

	住宅等
	構造

様式
	・構造はできるかぎり木造とする。都合上、鉄筋コンクリート造・鉄骨造とする場合は、外観に留意し伝統的な町家の様式を基調とする。

	
	高さ
	・七間通りからは二階建てと見えるように努める。見えにくい部分は二階建てより高くしてもよいが、三階建てまたは三階+屋上階段室を上限とする。

	
	壁面線
	・七間通りに面する建物の壁面線は道路境界から半間強後退した伝統的町家の壁面線に揃えるよう努める。

	
	屋根
	・七間通りからは切妻平入り二階建てと見えるように努める。

・七間通りに面する二階の軒高は、七間通りの伝統的町家建築物とあわせることが好ましい。

・二階の庇の軒裏は、登り梁または垂木のあらわしとする。

	
	下屋庇
	・七間通りに面する一階には下屋庇をつけ、その軒高は七間通りの伝統的町家とあわせる。

・下屋庇の軒裏は垂木のあらわしとする。

	
	壁面
	【外壁・建具】

・できる限り伝統的意匠を取り入れる。

・改造等の場合、伝統的町家のファサードの上に取り付けられた覆い壁を撤去することに努める。

【袖壁】

・七間通りに面する二階部分、左右には袖壁を設けるよう努める。

【バルコニー】

・バルコニーを設ける際は、洋風にならないようにする。

	附属

工作物
	広告物

(看板)
	・看板の素材は、木・鉄等の落ち着いた素材感をもつものとする。

・看板の設置場所は下屋庇上または一階壁面とする。

・下屋庇上の看板の幅は間口一間程度とする。

・一階壁面はのれん程度とすることが望ましい。

・二階より上の屋上には設置しない。

・プラスチック看板、テント、ネオン等現代風照明器具は避ける。特にメーカーのプラスチック看板は避ける。
・ポール式の看板・袖壁より突出した看板は避ける。

	
	設備機器

自動販売機
	・七間通りからエアコン室外機、ガスボンベ等の設備機器は、直接見えない位置に設置するよう努める。やむをえない場合は、木等で覆う｡

	
	塀等
	・七間通りからやむをえず壁面後退を行い住宅等を建てる（建てた）場合は、伝統的町家にある下屋庇に似せた庇を通り沿いに設置し､一階の庇が隣の家と連続して見えるようにする。

	その他
	色彩
	・七間通りから見える部分の色彩は、無彩色（白～グレー～黒）または落ち着いた茶系色とする。
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